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県人口 (9.12.1現在推計)/1，126，584人

男/543，164人女/583，420人

世帯数/347，934世帯

昨年12月、高岡市の瑞龍寺の山門、仏殿、法堂が本県初の国宝に指定されまし
た。建造物としては30年ぶりの国宝指定となります。瑞龍寺は、加賀藩二代藩主、
前田利長公の菩提寺として三代藩主の利常が建立したもので、江戸時代における

寺院建築の最高峰とされています。

また、小矢部市の桜町遺跡においては、縄文時代中期の貴重な遺物が次々と発

掘されているほか、大山町の林道法面で圏内最大級の恐竜足跡化石露頭が発見さ
れるなど、このところ富山県内では、全国から注目を集める発見・発掘が相次い

でいます。

これらの文化財は、富山県のみならす旬本の遺産でもあります。

目 次 Pl-31特集1/誇りたい、日本の遺産。
一瑞龍寺 ・桜町遺跡・恐竜足跡化石-

P4-51特集2/第28岡県政世論調査

P6 Iあなたと未来を語りたい。
~プログラム案を“21世紀のたたき台"に~

P7 I県からのお知うせ

P8 I・県政Q&A
・シリーズ/富山の秘境④

ふるさとの昧

※表紙は瑞龍寺山門



(2) あいの風だより

端
龍
寺
H
江
戸
時
代
寺
院
建
築
毎
日

国

宝

-
瑞
龍
寺
の
沿
革

瑞
龍
寺
は
、
加
賀
藩
の
名
匠
、
山
上
善
右

骨
内
軍
配
を
大
工
棟
梁
と
し
て
、
正
保
三
年
(
一

六
四
六
)
に
起
工
。
利
長
公
の
瓦
十
回
忌
に

あ
た
る
寛
文
三
年
(
一
六
六
一
二
)

に
は
伽
藍

全
体
が
完
成
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
の
火

災
で
「
山
門
」

「
禅
堂
」
な
ど
が
消
失
し
ま

し
た
が
、
山
門
以
外
は
ト
直
ち
に
再
建
。
山
門

は
高
岡
町
民
の
熱
意
が
実
っ
て
七
十
年
余
り

を
経
て
再
建
の
許
可
が
下
り
、
山
上
善
右
衛

門
吉
順
を
棟
梁
と
し
て
文
政
三
年
(
一
八
二
O
)

に
完
工
し
ま
し
た
。

藩
の
援
助
が
途
絶
え
た
明
治
維
新
後
は
、

「大

島
妻
」
や

「回
廊
」
の
一
部
が
失
わ
れ
ま
す
が
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
回
廊
の

東
部
分
を
復
元
。
明
治
四
十
二
年
に
は
「
仏
殿
」

が
、
昭
和
三
一
年
に
は

「
総
門
」
と
「
法
堂
」

万
治
二
年
(
一
六
五
九
)建
立

本
尊
を
安
置
す
る
中
心
殿
堂
。
方
三
間
の
身

舎
(
主
家
部
分
)
に
裳
階
(
軒
下
壁
面
に
造
ら

れ
た
片
屋
根
部
分
)
が
付
い
た
禅
宗
仏
殿
様
式

手
γ
と
ヲ
ゐ
。

入
母
屋
造
り
の
屋
根
は
鉛
の
本
瓦
葺
き
で
、

鉛
の
総
重
量
は
四
十
七
ト
ン
。

屋
内
は
減
柱
造
(
柱
を
少
な

く
し
て
空
間
を
広
め
る
方
法
)

で
、
天
井
の
架
構
法
は
国
内

に
例
を
見
な
い
ほ
ど
複
雑
辛
麗
。

柱
は
全
て
円
柱
で
、
来
迎
柱
(
本

尊
の
後
方
左
右
に
あ
る
柱
)

を
利
用
し
た
柱
組
や
、
大
小

二
段
の
海
老
虹
梁

(
湾
曲
し

て
架
し
た
化
粧
梁
)
と
大
総

恥
(
虹
梁
の
上
に
立
て
る
依

利
型
の
柱
)
の
結
合
な
ど
に

驚
く
べ
き
構
造
美
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
繊
細
優
美
な
小
組

が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
十
年
か

ら
二
年
余
り
を
か
け
て
こ
の
三
棟
の
解
体
修

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
十
年
か
ら
始
ま

っ
た
大

改
修
で
は
、
調
査
途
上
で
転
用
材
や
古
図
な

ど
が
発
見
さ
れ
、
"
指
定
建
造
物
の
修
理
“
か

ら
"
伽
藍
全
体
の
復
元
‘
に
方
針
が
変
わ
り
、

平
成
八
年
ま
で
約
十
年
の
歳
月
を
か
け
、
創

建
当
時
の
姿
が
現
在
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

-
美
し
い
伽
藍
配
置

瑞
龍
寺
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
伽
藍
配

置
に
あ
り
ま
す
。
総
門
か
ら
見
て
、
山
門
、

仏
殿
、
法
堂
を
一
直
線
に
、
禅
堂
と
大
庫
裏

を
左
右
に
配
置
し
、
山
門
の
両
脇
か
ら
伸
び

る
回
廊
が
三
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
内
苑

を
取
り
囲
ん
で
い
る
そ
の
整
然
と
し
た
景
観
は
、

典
型
的
な
禅
宗
建
築
の
株
式
を
示
し
て
い
ま
す
。
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縄
文
時
代
の
評
価
が
-・圃司

変

昨
年
九
月
か
ら
、
小
矢
部
市
の
桜
町
遺
跡
に

お
い
て
歴
史
の
定
説
を
覆
す
発
見
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

新
た
に
見
つ
か

っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
高
床
式
建
物
の
柱
材
。
こ
れ
ま
で
出

土
し
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
中
の
根
元

部
分
の
み
で
、
地
上
部
の
構
造
に

つ
い
て
は
推

測
の
域
を
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
地
上

部
分
の
出
土
で
縄
文
時
代
の
高
床
式
建
物
の
全

体
構
造
が
初
め
て
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
長
さ
三

・
四
メ
ー
ト
ル
で
っ
ち
地

上
部
分
二
メ
ー
ト
ル
)
も
あ
る
大
型
高
床
式
建

物
の
部
材
は
、

お
祭
り
を
す
る
と
き
の
建
物

(祭

殿
)
に
使
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
F
/
/
 

園
高
度
な
木
工
技
術

「渡
聴
(わ
た
り
あ
ご
)」

「渡
眼
仕
口
」
と
呼
ば
れ
る
加
で
が
施
さ
れ

た
部
材
の
発
見
は
、
研
究
者
を
一
様
に
驚
か
せ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
木
組
み
を
堅
牢
に
す
る
た

め
に
木
と
木
の
接
合
部
に
凹
凸
加
工
を
し
た
も

の
(
イ
ラ
ス
ト
参
照
)
で
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ

れ
て
い
る
最
古
の
例
は
、
約
千
三
百
年
前
に
建

て
ら
れ
た
法
隆
寺
。
桜
町
遺
跡
は
こ
れ
を
二
千

七
百
年
も
さ
か
の
ぼ
ら
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
土
壁
の
原
型
「
網
代
壁
(あ
じ
ろか
ベ)
」

横
に
渡
し
た
細
い
棒
に
、
ヒ
ノ
キ
の
薄
い
板

を
編
む
よ
う
に
通
し
た
も
の
で
、
現
在
の
土
壁

の
原
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
古

墳
時
代
の
も
の
が
最
古
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

石
斧
を
装
着
す
る
柄
や
、
朱
塗

り
の
木
製
鉢
、
用
途
が
不
明
の

Y
字
材
な
ど
も

見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ゴ
ミ

(山
菜
)

や
ト
チ
の
あ
く
抜
き
に
使

っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
ザ
ル
の
発
見
は
、
当
時
の
食
生
活
を
知
る
う

え
で
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
調
査
対
象
の
約

一
割
が
終
了
し
た
に

す
ぎ
ず
、
今
後
の
発
掘
に
も
大
い
に
期
待

が
持
た
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
も

調
査

・
活
用
策
の
検
討
を
含
め
、

積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

ココミも全国で
初めて出土

格
天
井
(
角
材
を
小
さ
な
格
子
型
に
組
み
、

上
に
板
を
渡
し
た
天
井
)
や
精
巧
綴
密
な
彫

刻
な
ど
、
細
部
に
わ
た
る
優
美
な
意
匠
も
見

逃
せ
な
い
。

毘~
重
要
な
法
儀
を
行
う
堂
。
入
母
屋
造
り
で
屋

根
は
銅
板
茸
き
。
前
面
に
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
広

縁
と
土
廊
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
延
長
が

「高
廊

下
」
と
し
て

「
大
茶
堂
」
に

続
い
て
い
る
。

内
部
中
央
に
は
三
部
屋
が
.

前
後
並
列
に
計
六
部
屋
あ
り
、

真
ん
中
奥
が
利
長
公

の
位
牌

を
安
置
す
る
仏
問
。
内
陣
の

周
囲
の
壁
面
は
金
箔
貼
り
で
、

天
井
に
は
狩
野
安
信
筆
の
百

花
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

桃
山
時
代
の
風
格
を
備
え
た

鳳
風
欄
聞
は
、

一
層
荘
厳
な

雰
囲
気
を
醸
し
だ
す
。

た
す
き
莞

ん

外
部
の
柱
聞
に
は
、
棒
桟

(斜

め
に
交
差
し
た
形
の
桟
)
の

板
張
り
を
、
窓
上
に
は
明
か
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置安
殊
に
文

品
目壇

・

み弥

賢

同
須

並

固

な

・

事
迦
見

釈

り
取
り
の
格
子
欄
間
を
設
け
る
な
ど
、
雪
国

な
ら
で
は
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

ウリカエデで編まれたザル

@
未
す
の
え
骨
が
聞
こ
え
る

大
山
町
の
林
道
法
面
で

一
昨
年
発
見
さ
れ
た
恐
竜
足
跡
化
石
群
は
、

そ
の
数
(
約
三
百
個
)
と
露
出
面
積

(約
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
)
に
お

い
て
国
内
最
大
規
模
。
特
に
、
大
型
で
四
足
歩
行
の
草
食
恐
竜

「竜
脚

類
」
の
足
跡
約
四
十
個
は
圏
内
最
大
で
、
日
本
に
も
巨
大
恐
竜
が
生
息

し
て
い
た
と
い
う
新
た
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
は
鳥
類

の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
た
足
跡
が
、
後
に
新
属
新
種
の
小
型
恐
竜
の

も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

昨
年
八
月
に
は
、

「恐
竜
足
跡
化
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
l
」
と
銘
打

っ
た
現
地
説
明
会
を
実
施
。
親
子
連
れ
や
恐
竜
フ
ァ
ン
な
ど
約
千
人
が

太
古
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

県
で
は
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
保
存
措
置
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

'相
叩
必
功
E

，
斗
築
一
服
晶
院
一
書一介u
F
l」

一
模

堂

』
明
百

土
A

'j

j

 

」
大
「

出土した大量の建築部材。中央の材にはj度目患の加工が見られる。

足跡化石群が発見された林道法函

来だ用途が不明のY字材

現地説明会で興昧津々の参加者たち

文
政
三
年
(
一八
二
O
)再
建

同
廊
に
固
ま
れ
た
禅
院
内
苑
へ
の
正
式
な
門

戸
。
一-一
間
二
戸

(
正
而
の
柱
聞
が
二
一つ
)
の
二

階
二
重
門
で
、
入
母
屋
造
り
こ
け
ら
葺
き
。
左

右
に
金
剛
力
士
像
を
配
し
、
上
層
に
は
釈
迦
如

来
と
十
六
羅
漢
を
杷
る
。
高
い
建
ち
と
深
い
軒

(
約
四
メ
ー
ト
ル
)
の
堂
々
た
る
容
姿
は
、
禅

宗
寺
院
山
門
の
代
表
格
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

組
み
立
て
の
際
に
和
算
(
江
戸
時
代
の
数
学
)

を
応
用
し
た
こ
と
が
、
何
厘
、
何
毛
の
単
位
ま

で
の
寸
法
を
記
し
た
設
計
図
な
ど
か
ら
判
明
。

ま
た
、
樺
の
狂
い
を
見
越
し
た
埋
木
(
材
木
の

隙
間
に
木
を
埋
め
て
繕
う
こ
と
)
が
随
所
に
施

さ
れ
、
木
目
ま
で
合
わ
せ
た
神
業
と
も
い
え
る

技
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

「山門Jは、初代善右衛門の芸術
性が受け継が、れている

今
回
の
国
宝
指
定
は
、
瑞
龍
寺
が
寺
院
建
築
の

最
高
傑
作
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
・
平

成
の
大
改
修
に
よ
っ
て
創
建
当
時
の
様
式
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ

の
意
味
で
、
再
建

・
修
理
に
か
け
て
き
た
人
々
や

県
民
の
熱
意

が
実
っ
た
と

も
い
え
る
で

し
ょ
、っ
。

300mにわたり、内苑を

取り囲む回廊

‘竜脚類

jJlI本足で歩 く草食恐
竜。大きな胴体に細長
い首と尾、 円柱形の胸l
が特徴。アノ什、サウル

ス、ブラキオサウルス
などが有名。

4獣脚類
二本足で !Jよく |士l食恐
竜。小型で動きの速い
コエルロサウルスの仲

間と、大型の食肉竜が
いる。食i勾竜では、テ
イラノサウルスやアロ
サウルスなどが有名。

鳥脚類砂

二本足または四本起で
歩く草食恐竜。イグア
ノドンやハドロサウル
スなどが有名G


